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宜社” （晩囂咎咄｢KI器犖窃｣）,“寄昜郭宜社” （晩

囂咎咄｢垂卅器犖窃｣）。宸頁傍“叫奨繁廣嶷刊亂、奨

脅繁廣嶷刊丗、寄昜繁廣嶷咬奮，麿断壓宸乂圭中載怖

笠,參崑噐咀緩遇延博”議吭房。 

    廉晩云議屓嵶将蔀猟晒才住宥嶄伉寄昜。送狛万議

掴何嶄伉議采送祇禽椒寒(晩囂咎咄｢教強殴旋触欲｣）

匯揮咀葎祥頁匯倖“郭宜瞬”遇瓜寄社侭岑∮。 

    喇噐祇禽椒采頁壓臭薩扮旗蝕兵議扮昨瓜俐屁

議，旺拝宸倖兆忖栖坿噐輝扮旋喘徭失議夏恢俐采議撹

芦祇禽(晩囂咎咄｢椎旋囘帽教強｣）。功象輝扮鳥軒(屓

軒)議廓偏柴皿,壓擦廓采極委老棟鹿嶄軟栖，貫遇椎戦

祥恬葎晩云老丞議窟㌦仇蝕兵訓蕃軟栖。葎阻公椎乂詔

鹿壓老棟議繁断戻工奮麗,弌奮塁蝕兵蛸蛸謹軟栖，音

岑音状撹葎阻晩云恷寄議奮瞳瞬遇訓鯖軟栖。 

    恬葎℡尢彭犯綴議寄昜瞬祇議欠尚,匯協勣戻式議

頁祇禽椒議鴻御兎。咬奮糾傚勧喘議鮫嗤采諤、亰郎議

賞寄孃兎,欺阻匚絡，祇禽椒采議邦中描勦議爪榊菊峙

誼匯鉱。 

    壓挫棲鈴窮唹《菜嚏(Black Rain)》戦,恬葎寄昜

議℡尢遇竃⑬議祇禽椒,斑麼叔濯針櫛祇鯉性帽傍阻宸

担匯鞘岬簡:“晩云胆虫議尚弼畠脅敵抹噐緩阻”。恷

除,晩云秀撹阻恷寄号庁議咬奮麼籾巷坩,壓椎戦音叙

嗤嫗噬付疹、寄昜弱往、弱扉電堪吉斑低狛飩議寄昜蒙

弼弌郭，珊辛參㌻鞭欺讐丶三賜宀老丞吉勧由燕處簒

宝。祇禽椒辛參傍頁嬬校寔屎湖鞭欺斌繁議瞬祇・寄昜

議膿嗤薦試薦議仇圭。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜晩云議刪囂＞   －鈎犯嬉鑓－ 

    鑓頁釈啣議並麗，紗犯万議三氏延罷,仏紗薦楚辛

參個延万議侘彜。 

    匯違傍栖，繁壓定煤議扮昨深打並秤嗤悲罷來，定

射寄阻朔，“遊辻延議秋啣”(音宥蛮)。咀緩，宸倖刪

囂頁傍“鈎彭定煤挫挫僥楼，㏍是佃薬媾，貫遇斤參朔

議繁伏氏嗤吭吶。” 

傍頁定煤議扮昨議俯謹将刮，嬬葎參朔議繁伏刈贋

寄楚議糎奮，斤噐屎壓持拙将刮議嶄余宀栖傍,咀葎取

仭議並秤、音嬬尖盾議並秤遇子伉疋賑議繁匆俯載謹。

徽頁，嬬校針捲旺階用宸乂是佃議圻咀匆頁屎咀葎

定煤。咀緩,厘範葎壓定煤議扮昨錬李嗤椎嶽焚担脅㌫

僥、㌫隈載謹，音勣墾殿“桐繕”。 

“鈎犯嬉鑓”嶄議“犯”忖,音叙叙燕幣梁業互，匆

燕幣“犯秤議賑米”、“彳犯議朕高”吉、燕幣購伉議

彜蓑才秤湖互剌議吭房，“屎頁壓並麗鞭欺購廣、賜屎

壓處延撹諒籾議扮昨，厚哘乎羨軸侃崔。”“音勣斑字

氏聡恠”議麼崋匆郡啌壓宸刪囂戦。 

    恷除，音秒海哂囂議晩云繁欺今翌竃忽唾佩,

胡匯指社祥蝕兵僥楼哂囂，宸瓜各恬“撹弥(字魁)議畳

伉”,宸匆俯辛參傍屎壓糞樹彭“鈎犯嬉鑓”宸倖刪

囂。 

の人は履く物（靴）に、京都の人は着る物に、大阪の人は

食べることに贅沢して貧乏になる」という意味です。 
西日本の政治や経済や文化、交通の中心・大阪。その南

の中心を流れる道頓堀川（どうとんぼりがわ）の一帯はこ

の「食い倒れ」の街としてよく知られています。 
江戸時代の初めに整備された運河である道頓堀川は、そ

の名を私財を投げ打って工事を始めた成安道頓（なりやす

どうとん）に由来し、当時の幕府（政府）の都市計画によ

って堀端に芝居小屋が集められ、日本の芝居の本場として

栄えました。芝居小屋に集まる人々のための食べ物屋が多

く並ぶようになり、いつしか道頓堀は日本最大の食の街と

しても繁栄したのです。 
賑やかな大阪の街を象徴する風景として必ず登場するの

が、道頓堀の広告看板。飲食店の宣伝のためのフグやカニ

やエビをかたどった巨大看板、夜ともなると道頓堀川の水

面にきらめくネオンは一見の価値があります。 
ハリウッド映画『ブラック・レイン』にも大阪の象徴と

して登場した道頓堀は、主演俳優のマイケル・ダグラスを

して「日本の良い情景はここに凝縮されている」と言わし

めたとも。最近では日本最大級というフードテーマパーク

もでき、そこではたこ焼きやお好み焼き、串カツなど大阪

の味を堪能できるだけでなく、お笑いや芝居など伝統芸能

も楽しめます。道頓堀は商人の町・大阪の力強さを感じる

にはまさにぴったりの場所と言えるでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜日本のことわざ＞ －鉄は熱いうちに打て－ 
 

鉄は硬いものですが、熱すると軟らかくなり、力を加え

ると形を変えることができます。 
一般的に人間は若い頃にはものの考え方に柔軟性があり

ますが、年を取ると「頭が硬く」（融通が利かなく）なると

言われます。そのことから「若いうちによく学習し困難な

ことにも挑戦することがその後の人生に有益である」とこ

のことわざは語っています。 
若い頃の色々な経験がその後の人生の大きな糧となると

言われても、経験を積んでいる途中の者にとってはつらい

ことや納得がいかずに落胆することも多いでしょう。 
しかし、それを乗り越え、はねのけていけるのもまた若

さなのです。ですから、若いうちは何事も勉強と思いたく

さん「打たれる」ことを厭わないでほしいと思います。 
「鉄は熱いうちに打て」の「熱い」という言葉には、温

度が高いという意味だけではなく、「熱い気持ち」「熱い眼

差し」など、関心を持っている状態や感情が高まっている

状態を表す意味もあり、「物事はそれが注目されていたり

問題になっている時にこそすぐさま処置を講じろ」「機を

逃すな」という趣旨もこのことわざにはあります。 
最近の言葉で、英語が苦手な日本人が海外旅行に出掛け、

帰ってきた途端に英会話を習い始めることを「成田決心」

と言ったりしますが、これはまさに「鉄は熱いうちに打て」

ということわざを実践していると言えるかもしれません。

 


